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研究成果の概要：本研究は、就学移行を経験した当事者としての子供が、小学生となった今、現在の生活や学習
を経る中でどのように幼小移行期を振り返り、「小学生になること」をどう意味づけ自分の経験としているのか
を、彼らの語りから明らかにすることを目的とした。この結果、協力者達は「小学生になること」について○具
体的な成長モデル、○具体的な環境の変化、○小学校文化、○幼稚園との比較対象、○ポジティブな感情対象、
○ネガティブな感情対象、○強制感・外的プレッシャー、○「大人」概念の下位項目、○変身、○自伝的記憶の
再構成、○漠然とした自己理解、○全能感、○社会構造の一つ、と意味づけていたことが明らかになった。

研究分野：幼児教育学　　臨床教育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでの日本での幼小連携接続課題は子どもにとっての必要以上に、学校制度としての都合から生み出された
課題であるが、そこで、経験した者としての当事者の声に基づく研究が展開されることに本研究の意味がある。
つまり、幼小連携接続の「段差」「適応」というドミナントストーリーに、人生の重要な発達プロセスとしての
幼小移行期、という新たな視点を提供するものである。

奨励研究

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究の目的 
 本研究は、幼小一貫した資質・能力ベースのカリキュラムで育ってきた小学 4 年生が、幼児
教育施設から小学校へと移行した経験を自らの生活や学びとの関連でどのように捉え、教育当
事者として「小学生になること」をどう意味づけているのか、小学 4 年生と幼児教育施設での
元担任教師との対話を通して明らかにすることを目的とするものである。 
これまでの日本での幼小連携接続課題は子どもにとっての必要以上に、学校制度としての都

合から生み出された課題である。そこで、経験した者としての当事者の声に基づく研究が展開
されるということは、幼小連携接続の「段差」「適応」というドミナントストーリーに、人生の
重要な発達プロセスとしての幼小移行期、という新たな視点を提供するものとなる。 
本研究では、いわゆる幼小一貫校に在籍する小学 4年生（以下「協力者」）が、自分の育ちの

経験をかつて共有してきた元担任教師との対話の中で、協力者自身が「いま、ここ」（現在）か
ら振り返り、かつて自分は「小学生になること」についてどう考えていたのかについて、ナラ
ティヴアプローチを用いた質的分析によりその特徴を明らかにする。 
 
２． 研究成果 
 本分析では、インタビューにおいて協力者自身が現在の自分の生活や学びについて語り意味
づけ、「幼稚園時代」の思い出を想起し、元担任であるインタビュアーと共有した後の、「幼稚
園の時、小学生になるってどういうことだと考えてた？」「実際に小学生になってみてどうだっ
た？」という２つの問いに対する語りを対象とする。 
分析にあたり、インタビュー結果のうち「幼稚園の時、小学生になるってどういうことだと

考えてた？」という問いに対する協力者自身の語りについて、「実際に小学生になってみてどう
だった？」と問い、これに対して「違った」(22 名)または「変わらない」(12 名)と答えた対象
者で分類を行った。その後逐語記録を内容や語りの特徴に沿ってセグメント化した上で、そこ
に適宜ラベルを与えコード化した。続いて、それらのラベルについて繰り返しデータ間の比較
を行い、各々の語りの類似性と差異から、個々のラベルを整理、統合するカテゴリを生成した。
生成されたカテゴリは、再度データに立ち戻って検討し、修正を繰り返した。 
 上記の手続きによって、想起していた「小学生になること」と「違った」と意味づけた子ど
もの語りを類型化した結果が表 1、「変わらない」と意味づけた子どもの語りを類型化した結果
が表 2 である。「違った」と意味づけた語りの類型化が 13 項目、「変わらない」と意味づけた
語りの類型化が 10 項目であった。 

 
 
 
 
 
 

（１）具体的な被体験から形成する成長モデル（両項目） 
異年齢探究活動や交流活動において実際に小学生と関わる中で、自分の小学生としての行為の
モデルとしての「小学生」を想起している。 
（２）具体的な環境の変化（両項目） 



 

 

・空間的拡張とともに集団規模の大きさの変化と捉えている。 
・友達も学習も比例して量的な豊かさで語ることで「小学生」が表現されている。 
（３）小学校文化を含んだ語り（両項目） 
・小学生である「いま」だからこそ知り得た情報がかつてを遡って入り込む時間の逆行的構成
の語りである。 

・多くは「勉強」「宿題」ということばで語り、「小学生」の特徴を具体的に表現する。 
（４）幼稚園との比較（両項目） 
・1学年進級するという観点から幼小移行期も同様に捉えることで比較を行なっている。「小学

生になる」ことを想定する際に、幼稚園期の「年中から年長になる」経験を軸に想定したも
のの、「小学生」が「６年生と同じ」枠組みであることから、その違いについて意味づけてい
る。 

・特徴的であるのは、想起していた「小学生になること」とは「違った」と意味づけた子ども
の語りにのみ、二項対立的語りが見られたことである。ここには幼稚園と小学校を何らかの
上下関係またはネガティブな感情を背景として捉えていると考えられる。 

・決められたフレームが数多く存在するようになった小学生の「いま」と比較して、振り返れ
ば幼稚園期には「なんもなく」と意味づけており、「小学生」が意味づくことで、幼稚園を語
ることが可能になっていることがわかる。 

（５）ポジティブな感情（両項目）・ネガティブな感情（「違った」のみ） 
・いわゆる幼小移行期におけるドミナントストーリーでは「幼児と児童との合同の活動を行う
ことで安心感をもつ」（国立教育政策研究所,2005）とされているが、本カテゴリではそれを
覆す結果となった。 

・ネガティブな感情をもちつついかに「小学生とな」っていったのか、そのオルタナティブな
物語についての詳細を今後明らかにする必要がある。 

（６）強制感・外的プレッシャー（「違った」のみ） 
・強制されている経験や期待に答えないといけないプレッシャーを協力者が感じている。 
（７）「大人」概念の下位項目的理解（両項目） 
「いま、ここ」にいるはずの自分が、周囲の強固な未来志向の時間意識を受け、学校・社会シ
ステムを渡っていくための制度的な言説に取り込まれている。 
（８）変身願望（両項目） 
・転機や移行期など大きな環境の変化をこれまで経験したことのない協力者は、今の自分とは
何か違うものへの変身として捉えている。 

（９）語ることによる自伝的記憶の内容や意味づけの再構成（「違った」のみ） 
・記号的意味であった「勉強」が存在的意味となったことを示している。 
・幼小移行期について他者に語ることがより自我を統一する「力」となっている。 
（１０）漠然とした自伝的記憶の内容や意味づけ(両項目) 
・このカテゴリの特徴は幼小移行期が協力者の人生にとって今のところ特に大きな意味をもた
ないことを示している。 

（１１）全能感(両項目) 
・幼児期の特徴でもある全能感からくるものである。 
・現在の学校システムが「強さ」志向に陥っている影響が早くも幼小移行期の段階で見られる
という可能性も含んでいる。 

（１２）社会構造からの理解（「変わらない」のみ） 
・社会的存在としての「小学生」の経験が、確かな実感として協力者の理解となっている。 
 

これまで幼小移行期という経験について、我々専門家が専門的判断の理論的枠組みによ
ってと規定の語りだけを選択的に聴いてしまうことで「語られているのに聴かれない物語」
「聴こうとしてこなかった物語」が存在したことを明らかにした。いくら幼小交流を重ね
たところでポジティヴな感情だけで就学するのではないということ、ネガティブな感情や
プレッシャーは未経験な事柄に対する不安、ということだけではなく、「将来のためにいま
を準備する」心性に囚われた大人に起因するものの可能性があること、アイデンティティ
の視点から見れば、幼小移行期について語ることが自伝的記憶の再構成的想起となり、結
果的に幼小移行期に不安定になる自己の同一性や連続性を維持することを支える可能性が
あることなど、これまでのドミナントストーリーを問い直す複雑で多様な視点を得た。 
 総合的に考察すれば、協力者の「小学生になること」は小学校との交流など過去の具体
的な小学校文化に関わる体験だけが意味づいているのではなく、生活の中で触れる社会的
構造からの理解や、学校・社会システムの文脈から受ける強制プレッシャー、未来志向の
時間意識からの理解も関わっていることが明らかになった。この結果は今後、幼小連携接
続においてどのような経験が必要か、という経験内容についての研究とともに、幼小移行
期をアイデンティティの同一性や連続性を維持する能力を支える一つの環境として捉える
ような初等教育の展望そのものの研究を必要としていることを示しているのではないか。 
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